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；
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＝
一
一
一
［
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一
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一
一
一
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一
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一
一
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［
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
≡
一
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一
一
一
［
一
一
一
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一
一
一
一
一
≡
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
≡
≡
一
＝

本
会
元
理
事
長
小
葉
田
淳
先
生
を
偲
ぶ

一
三
≡
一
一
≡
一
≡
一
≡
一
＝
；
＝
一
≡
＝
≡
［
≡
一
一
［
＝
一
≡
［
＝
一
一
一
≡
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
≡
　
一
一
一
一
≡
　
　
一
一
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
呂
一
一
≡
≡
一
≡
［
＝
一
］
≡
一
一
一
＝
≡
一
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
≡
　
一
一
一
＝
≡
一
一
一
≡
一
一
一
≡
≡
一
一
≡
一
＝
一
［

　
先
生
は
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）
四
月
二
四
日
、

町
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
福
井
中
学
校
、
第
四
高
等
学
校
を
経
て
、

五
年
（
大
正
一
四
）
四
月
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
、

行
教
授
の
も
と
で
国
史
学
を
学
び
、
一
九
二
八
年

さ
れ
た
。
一
九
三
三
年
四
月
台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部
講
師
に
就
任
、

一
〇
月
助
教
授
に
昇
進
さ
れ
、
以
来
台
湾
の
地
で
研
究
・
教
育
に
精
励
し
、

数
多
く
の
著
作
を
上
梓
さ
れ
た
。
し
か
し
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
臨
時
召
集

を
受
け
、
ま
た
内
地
に
帰
還
さ
せ
よ
う
と
し
た
御
家
族
を
失
う
な
ど
の
辛
苦

を
重
ね
ら
れ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
に
よ
り
、
中
華
民
国
政
府
に
国

　
本
会
元
理
事
長
、
京
都
大

学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、

小
葉
田
淳
先
生
は
、
二
〇
〇

一
年
八
月
八
日
、
急
性
循
環

不
全
の
た
め
京
都
市
左
京
区

の
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享

年
九
六
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

　
　
　
福
井
県
坂
井
郡
丸
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
周

　
（
昭
和
三
）
三
月
に
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
年

立
台
湾
大
学
副
教
授
と
し
て
留
用
さ
れ
た
が
、
四
六
年
一
二
月
解
除
と
な
り
、

す
べ
て
の
研
究
資
料
類
を
彼
地
に
残
し
て
帰
国
さ
れ
た
。

　
戦
争
に
よ
り
＝
切
を
喪
っ
た
独
り
身
」
と
な
っ
て
雪
の
福
井
に
戻
ら
れ

た
先
生
で
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
研
究
生
活
を
再
開
さ
れ
、
一
九
四
七
年
三

月
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
を
嘱
託
さ
れ
た
。
同
年
四
月
東
京
文
理
科

大
学
文
学
部
講
師
、
六
月
に
は
同
学
部
教
授
と
な
ら
れ
、
戦
後
混
乱
時
の
学

生
指
導
に
情
熱
を
注
が
れ
た
。
さ
ら
に
四
九
年
一
一
月
に
は
京
都
大
学
文
学

部
教
授
に
就
任
し
、
国
史
研
究
室
を
再
建
さ
れ
た
が
、
五
三
年
三
月
の
東
京

文
理
科
大
学
の
閉
学
ま
で
は
同
大
学
教
授
を
併
任
し
、
京
都
と
東
京
を
往
還

し
て
講
義
を
続
け
ら
れ
た
。
京
都
大
学
で
は
国
史
学
第
一
講
座
を
担
任
し
て

主
に
日
本
近
世
史
を
講
じ
、
幾
多
の
俊
英
を
育
て
ら
れ
た
。

　
こ
の
間
、
先
生
は
京
都
大
学
評
議
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、
さ
ら
に
諸
学

会
の
役
職
を
か
ね
て
学
界
の
振
興
に
努
め
ら
れ
た
。
本
会
へ
の
功
績
も
大
き

く
、
一
九
五
一
年
か
ら
永
く
評
議
員
・
理
事
を
務
め
ら
れ
、
六
六
年
四
月
か

ら
翌
六
七
年
三
月
ま
で
は
理
事
長
と
し
て
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
一
九
六
九
年
三
月
、
先
生
は
停
年
に
よ
り
京
都
大
学
を
退
官
さ
れ
、
京
都

大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
ら
れ
た
。
退
官
と
と
も
に
龍
谷
大
学
文
学
部

教
授
に
迎
え
ら
れ
、
七
一
年
四
月
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授
に
転
じ
、
七

六
年
三
月
の
退
職
ま
で
日
本
史
学
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
前
年
の
七
五
年
一

一
月
に
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
、
七
六
年
一
一
月
日
本
学
士
院
会
員
と
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小葉田淳先生を偲ぶ

な
ら
れ
た
。
一
九
八
一
年
に
冷
泉
時
雨
亭
文
庫
常
務
理
事
、
八
二
年
泉
屋
博

古
館
理
事
、
八
六
年
京
都
文
化
財
団
常
務
理
事
に
就
任
さ
れ
、
八
七
年
一
〇

月
か
ら
は
住
友
史
料
館
館
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
六
年
（
平

成
八
）
＝
月
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
、
九
八
年
四
月
に
住
友
史
料
館
名
誉

館
長
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
泉
屋
博
古
館
顧
問
と
な
ら
れ
た
。

　
先
生
の
御
専
門
は
日
本
史
学
で
あ
り
、
殊
に
貨
幣
流
通
史
、
対
外
交
渉
史
、

鉱
山
史
の
各
分
野
に
お
い
て
、
ま
さ
に
前
人
未
踏
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
。

日
本
語
史
料
の
み
な
ら
ず
、
広
く
中
国
・
朝
鮮
・
沖
縄
の
諸
文
献
に
も
通
暁

さ
れ
、
ま
た
農
山
漁
村
に
埋
も
れ
た
古
文
書
・
古
記
録
を
精
力
的
に
発
掘
さ

れ
た
。
先
生
は
こ
う
し
た
史
料
を
縦
横
に
用
い
て
実
証
的
研
究
を
進
め
、
常

に
清
新
な
論
説
を
学
界
に
送
り
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
発
表
さ
れ
た
著
書
・
論
文
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
代
表
的
な
も
の

と
し
て
噌
日
本
鉱
山
史
の
研
究
臨
が
あ
る
。
本
書
は
日
本
の
鉱
山
史
に
関
す

る
最
初
の
体
系
的
著
作
で
、
一
六
～
　
七
世
紀
に
お
い
て
世
界
史
的
意
義
を

有
し
た
日
本
の
金
・
銀
の
実
態
を
四
馬
的
視
点
か
ら
初
め
て
解
明
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
学
術
的
価
値
の
大
き
さ
に
対
し
、
～
九
六
九
年
忌
本
学
士
院

賞
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
噸
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
瓢
は
勘
合
貿
易
制

度
と
そ
の
運
用
を
彼
我
の
史
料
を
博
捜
し
て
論
じ
、
『
中
世
南
島
通
交
貿
易

史
の
研
究
燥
は
琉
球
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
通
交
貿
易
を
究
明
し
、
さ

ら
に
『
金
銀
貿
易
史
の
研
究
』
は
一
六
～
一
七
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

金
・
銀
の
流
汗
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
日
本
と

い
う
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
い
視
野
を
も
ち
、
行
き
届
い
た
史
料
調
査

に
基
づ
く
実
証
的
手
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
研
究
で
あ
り
、
当
該
分
野
に
お

け
る
最
高
の
成
果
と
し
て
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
先
生
は
研
究
と
並
行
し
て
、
発
掘
し
た
史
料
を
様
々
な
か
た
ち
で
公
刊
さ

れ
た
。
一
五
～
一
九
世
紀
琉
球
王
朝
の
外
交
文
書
集
で
あ
る
㎎
歴
代
宝
案
瓢

は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
先
生
は
沖
縄
県
立
図
書
館
で
こ
れ
を
発
見
し
て

学
界
に
衝
撃
を
与
え
、
沖
縄
県
に
よ
る
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
陣
頭
に
立
っ
て

翻
刻
を
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
『
堺
市
史
』
『
敦
賀
稗
史
』
『
福
井
県
史
喚
な
ど

数
多
く
の
自
治
体
史
編
纂
を
主
導
し
、
『
若
狭
漁
村
史
料
』
『
住
友
史
料
叢

書
臨
と
い
っ
た
基
礎
史
料
の
刊
行
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

　
先
生
は
こ
の
よ
う
に
意
欲
的
・
野
心
的
に
研
究
を
進
め
ら
れ
た
が
、
し
か

し
決
し
て
自
ら
を
誇
っ
た
り
飾
っ
た
り
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
い
つ
も
物
静

か
に
、
暖
か
く
門
下
生
た
ち
を
見
守
ら
れ
て
き
た
。
日
本
史
研
究
室
の
読
史

会
は
～
九
＝
年
よ
り
続
い
て
い
る
が
、
途
中
し
ば
し
中
断
し
、
～
九
八
五

年
に
再
開
さ
れ
た
。
そ
の
年
は
先
生
に
記
念
講
演
を
お
願
い
し
た
が
、
諄
々

た
る
講
説
に
は
み
な
感
銘
を
受
け
、
か
つ
襟
を
正
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
以

来
、
秋
の
大
会
に
は
必
ず
お
見
え
に
な
り
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
会
場
最
前
列

で
若
手
の
研
究
報
告
を
お
聞
き
く
だ
さ
っ
て
い
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
　
　
　
（
吉
川
真
司
記
）

161 （955）


